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中尾 仁彦

いまや人生８０年

  一般的なサラリーマンは、２

０歳から４０年間働き、６０歳

で定年となり、昔流で言えば人

生の区切りとして還暦を祝って

もらったものです。しかし現在

では、私の周りに聞いても「赤

いちゃんちゃんこ」を着た人は

本当に少ないようです。人生５

０年と言われた時代はとっくに

過ぎ去り、現在は人生８０年時

代を迎え、当然節目のお祝い事

も大きく変化しているからで

す。米寿（８８歳）には女性の

５０％以上が当たり前のように

到達し、これでは還暦どころか

米寿さえも祝ってもらえないか

も知れません。

　一方、見方を変えれば否が応

でも８０歳まで「生かされる」

と言う厳しい時代に突入したの

です。５０歳を過ぎてからの人

生を、プラスアルファーと位置

づけた言葉「余生」は、もはや死

語と認識しなければなりません。

会社人間の男性

　特に男性にとって残された２

０年間を生きることは大変なこ

とです。日祭日、週二日制など

を差し引いた現役実働期間は約

２０年間となり、残された期間

はそれとほぼ匹敵するからなの

です。

　定年まで在籍した会社は縦社

会そのもので、付き合いの大部分

は内外とも利害関係者でした。

定年と共に彼らは波が引くよう

に去り、縦社会の悲哀を実感せ

ざるを得ません。しかし仕事以

外の横社会の仲間が周りにい

れば、第二の人生の第一歩を

順調に踏み出す強い味方とな

り、また生き甲斐を見出すこ

とさえも可能です。

　一方、女性は主として子育

てを通じて、地域社会でネッ

トワークを築き、友人同士で

旅行に出、趣味のサークルに

通って興味や関心の幅を広げ

るなど、既に横社会の基盤を

築いているのが一般的です。

すなわち、男性ほど抵抗なく

老後の生活が送りやすいのです。

　長い充実した第二の人生の

ために、男性は現役時代に持っ

ていた存在感とか役割を今度

は自分で探さなければなりま

せん。やることがないほど辛

いことはありません。何をし

たらいいのかわからず、無為

に毎日を過ごす日々が続くと

当然生活が楽しくなくなり、

生き甲斐を失ってしまいます。

意欲や自発性が低下すると、

何事もおっくうになって家に

ひきこもり、体を動かさなく

なります。すると体力が衰え、

心身ともに一気に老け込んで

しまいます。

第二の人生設計は早めに　

　それゆえ定年になってから

「何をしよう」と考えたのでは

遅すぎます。遅くとも５０歳

代の前半には備えを起こさな

ければなりません。スポーツ、

芸術、各種勉強会、町内会の

役員、ボランティア活動など

地域との関わり合いは実は世

の中に沢山あるのです。

　第二の人生においては、ま

ず若いうちから慣れ親しんで

きたものを、さらに深めてい

くことが第一歩となります。

その上、今度は自分と向き合

う時間がたっぷりあるので、

工夫することにより新たな活

動が芽生え、新しい展開に挑

戦さえ可能となります。

　その成果を個人あるいは仲

間内に閉じこめず、地域社会

で活動をすることが生きがい

つくりとなります。その際の

仲間つくりの秘訣は、無理し

て作る友人よりは、その場そ

の場でギブアンドテイクが成

り立つ関係のほどほどの知人

を多く持ち、波長が合わない

人とはあきらめることも大事

です。

地域・社会に貢献を 

　本来人間は社会的な動物で

すから、人とのつながりで生

きていかなければなりません。

孤立しないよう家族だけでな

く、友達・知人と関わること

が必要なのです。そのために

地域の中に気軽に入り、意図

的に会話やおしゃべりの「場

作り」「工夫作り」の場所が必

要なのです。たくさんの人と

接することが豊かな老後につ

ながります。

　男性よ、時間を忘れて没頭

するものがありますか。その

成果を地域や社会に還元して、

人に役立つ喜びを見出す挑戦

をしませんか。
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男性よ、第二の人生設計を早く描きましょう


